
カーボンナノチューブフォレストの FFT画像処理と配向性評価 

Frequency Domain and Alignment Evaluation of Carbon Nanotube Forest 

1高知工科大学システム工学群，2高知工科大学総合研究所ナノテクノロジー研究センター  

○西森 秀人 1,*，沢田 侑斗 1，野村 慧梧 1，八田 章光 1,2，古田 寛 1,2,** 

Kochi Univ. Technol.1, Center for Nanotechnol., Research Inst., Kochi Univ. Technol. 2  

○Nishimori Hideto1,*, Nomura Keigo1, Sawada Yuto1, Akimitsu Hatta1,2,  Hiroshi Furuta1,2, ** 

E-mail: 210129f@ugs.kochi-tech.ac.jp*, furuta.hiroshi@kochi-tech.ac.jp*

【背景・目的】 

 我々の研究室ではこれまで、カーボンナノ

チューブ(以下 CNT)フォレストの成長機構解

明をめざして、触媒微粒子の形状解析[1]や、

CNTフォレストの成長形態[2]ラマン分光や結

晶構造との比較などの研究を行ってきた。CNT

フォレストは基板に垂直かつ高密度に成長し

た構造を持っており、基板と平行方向には CNT

同士の接触により電気的コンタクトが形成さ

れていると考えられるが、CNTフォレストの成

長形態と横方向電気伝導機構の関係について

詳しい報告はこれまでに行われていない。 

 本研究では CNT フォレスト断面 SEM 像の画

像処理を行い、FFT画像の周波数領域と CNTフ

ォレストの配向性の相関について明らかにす

ることを研究の目的とする。 

【実験方法】  

 python を用いて CNTフォレスト断面 SEM 画

像を高速フーリエ変換し、特定の光強度段階

で BPF(Band Pass Filter)及び逆フーリエ変

換を行い、各周波数領域の CNT の抽出を行っ

た。逆フーリエ変換画像の配向性評価には

MATLAB のアドオンである GTFiber2 を使用し

た。 

 

【実験結果】  

 Figure 1は上の段が短周期構造、下の段が

長周期構造の逆フーリエ変換画像であり、周

期の異なる CNT の抽出を行った。空間周波数

の周期が長くなるとCNTの配向性が増加した。

発表では、粗密と配向性の異なる CNT にこの

方法を適応し、密度と配向性の関係について

定量的に評価する予定である。 

 

 

 

Figure 1. SEM image, FFT images of specific intensity phase, 

BPF region images, and IFFT images at the specific intensities. 
Top: BPF image of high frequency region, Bottom: BPF image 

of low frequency region 
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